
1984年出上の木簡

一
九
八
四
年
出
上
の
木
簡

概

要

本
号
に
は
、
六
四
件
も
の
報
告
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
の

最
高
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
報
告
を
収
載
し
え
た
の
は
、
各
発
掘
調
査

関
係
機
関

。
各
調
査
担
当
者
の
御
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
記
し
て
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
る
。

本
誌
創
刊
号
よ
り
本
号
ま
で
で
、
木
簡
出
土
例
の
報
告
件
数
は
二
〇
〇
例
を

は
る
か
に
越
え
た
。
第

一
表
は
、　
一
九
七
八
年
度
以
来
の
各
年
度
別
の
出
土
例

を
、
木
簡
の
時
代
に
即
し
て
仮
に
分
類

・
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
の
べ
出
土
件
数
は
、
次
第
に
増
加
の
度
合
を
強
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
要
因
は
、
古
代

・
中
世
木
簡
の
出
土
例
の
増
加
に
あ
る
。
時
代
別
に

出
土
件
数
を
み
る
と
、
古
代
が
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、　
一
方
で
、

中
世
の
出
土
例
が
約
三
割
五
分
も
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

つ
ぎ
に
、
行
政
区
域
別
に
整
理
す
る
と
、
本
号
ま
で
で
木
簡
出
土
地
は
三
四

府
県
に
達
し
た
。
本
号
の
御
前
清
水
遺
跡

・
荒
堅
目
遺
跡
は
、
福
島
県

。
佐
賀

県
で
最
初
の
出
土
報
告
で
あ
る
。

時
代
別
に
見
る
と
、
古
代
は
二
七

府
県
に
対
し
て
中
世
は
二
六
府
県

と
、
こ
こ
で
も
中
世
木
簡
の
ひ
ろ

が
り
が
日
に
つ
く
。
中
世
に
お
け

る
木
簡
の
普
遍
的
使
用
は
、
も
は

や
自
明
の
こ
と
と
言
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

か
か
る
趨
勢
か
ら
み
て
、
古
代

木
簡
の
研
究
が

一
層
進
め
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
し
か
し
、
中
世
史
研
究
者

に
よ
る
中
世
木
簡
の
研
究
も
、
す

で
に
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
が
、
さ

ら
に
研
究
を
進
展
せ
し
め
る
余
地

が
十
分
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
各

第 1表 年度別木簡出土報告件数
年 度

時 代

1973 1979 1981 1984 計

古  代

中  世

近  世

不  明

8

6

2

3

11

9

2

3

12

9

2

2

21

10

5

0

21

11

1

1

22

15

1

1

25

18

3

2

120

78

16

12

計 226



第 2表 木 簡 出 土 遺 跡 一 覧

平城宮・京跡

平城京跡

奈良女子大学構内遺跡

※ 法貴寺遺跡
藤原宮跡

長岡京跡(1)

″  (3)

″  (2)

※ 百々遺跡
※○今里遺跡

平安京左京
八条三坊二町

平安京左京
九条二坊十三町

水走遺跡

※ 西ノ辻遺跡(1)
※○  ″  0)
※○坪井遺跡

※○忍ケ丘駅前遺跡

※ 普賢寺遺跡
※〇大庭北遺跡

※○軽里遺跡

※○堺環濠都市遺跡

※○池田寺遺跡

※ 道場塩田遺跡
※ 新方遺跡
※ 川岸遺跡
※ 倉見遺跡
※○前東代遺跡

※ 赤堀城跡
※ 朝日西遺跡
※ 清洲城下町遺跡
※ 沓掛城跡
※ 吉田城三ノ丸跡
○坂尻遺跡

※ 秋合遺跡
※ 郡遺跡
※ 神明原・元官川遺跡
※ 北条泰時・時頼邸跡
※○千葉地遺跡

※ 千葉地東遺跡
※○蔵屋敷遺跡

※ 小敷田遺跡
※ 大津城跡
※○上永原遺跡

奈良県奈良市

″

″ 磯城郡
″ 橿原市
京都府向日市

″

″ 長岡京市
″ 乙訓郡
″ 長岡京市
″ 京都市

大阪府東大阪市

″

″

″ 四条畷市
″

″ 門真市
″ 守口市
″ 羽曳野市
″ 堺市
″ 和泉市
兵庫県神戸市

″

″ 城崎郡
″ 豊岡市
″ 姫路市
二重県四日市市

愛知県西春日井郡

″ 豊明市
″ 豊橋市
静岡県袋井市

″ 藤枝市

″ 静岡市
神奈川県鎌倉市

″

″

″

埼玉県行田市

滋賀県大津市

″ 野洲郡

″

″

″

城

城 ・ 集落

官衡・集落

官   衛
″

集落 。その他

都   市

″

″

集   落
城

集落 ・ 城

1648

29

2

1

1

約210

1

3

1

1

11

約100

1

2

1

1

1

1

1

1

2

1

3

2

1

1

3

3

61

98

28

8

1

2

16

3

3

4

7

3

9

″

″

″

古代,近世

中   世
″

″

″

″

〃

″

″

″

市

寺

城

落

都

集

都

衛

落
　
城

官

集

都

世
　
代

中

古

″

″

″

″

寺

落

蜘

市

。
集 落

落

″

衛

落

蜘

城

・
都 市

集

そ

都

寺

集

　

官

集

そ

　

城

明

世

代

明

代

世

　

　

　

世

代

″
　
″
　
″
　
　
　
　
　
　
″
　
″

不

中

古

不

古

中

　

　

　

近

古

世

世

　

　

　

代

世

中，
　
　
　
　
″

　

″

　

″
　
　
　
　
　
　
　
″

猷
中
　
　
　
古
近



他

落

″
　
″
　
の
　
　
　
″

そ

集

世

代

世

代

世

代

明

世

世

代

中

古

中

古

中

古

不

中

近

古

1

2

2

2

1

1

1

2

6

1

9

1

1

5

109

1

1

10

1

6

1

1984年出上の木簡

※ 野々宮遺跡
※ 野瀬遺跡
※ 小谷城城下町遺跡
※ 尾上遺跡
※ 北方田中遺跡
※ 永田遺跡
※○膳棚 B遺跡
※ 御前清水遺跡
※〇仙台城三ノ丸跡

※ 市川橋遺跡
多賀城跡

※○比爪館遺跡

※ 大浦遺跡
払田IR跡

※○馬場屋敷跡

○百間川当麻遺跡

※ 鹿田遺跡
草戸千軒町遺跡

※○西庄Ⅱ遺跡

※ 井上薬師堂遺跡
※ 荒堅目遺跡

滋賀県野洲郡

″ 蒲生郡
″ 東浅井郡
″

″ 坂 田 郡

″ 高島郡
長野県岡谷市

福島県耶麻郡

官城県仙台市

″ 多賀城市

岩手県紫波郡

山形県米沢市

秋田県仙北郡

新潟県白根市

岡山県岡山市

広島県福山市

和歌山県和歌山市

福岡県小郡市

佐賀県神埼郡

″

蜘

城

落

衡

・ 城

落

師

落

″

″

″

″

落

　

柵

そ

　

集

官

集

集

城

集

時
代
の
木
簡
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
相
互
比
較
を
通
じ
て
、
日
本
に
お

け
る
木
簡
史
の
大
枠
を
把
握
し
う
る
条
件
が
、
次
第
に
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
と

い
え
る
。

本
号
収
載
の
本
簡
出
土
遺
跡
は
、
古
代
で
は
、
都
城
跡
が
遺
跡
数

。
木
筒
数

と
も
に
多
か
っ
た
が
、
寺
院
跡
か
ら
の
出
土
報
告
は
な
か
っ
た
。
つ
ぎ
に
、
古

代

・
中
世
の
集
落
跡
と
さ
れ
る
遺
跡
か
ら
の
出
土
例
が
、
近
年
の
傾
向
ど
お
り

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
も
ち
る
ん

「
集
落
」
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
第
六
号
本
欄
の
指
摘
の
よ
う
に
、
検
討
を
要
す
る
場
合
が
多
い
が
、
注
目

す
べ
き
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、
中
世

・
近
世
の
都
市

。
城
跡
か
ら
の
出
土
例
が

多
い
の
も
近
年
の
傾
向
と
い
え
る
。

個
々
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
に
よ
ら
れ
た
い
が
、
そ
の
中

で
注
意
さ
れ
る
点
を
い
く
つ
か
述
べ
た
い
。

古
代
木
簡
で
は
、
ま
ず
第

一
に
、
平
扱
京
二
条
大
路
北
側
濤
よ
り
出
上
し
た

「
封
」
字
の
み
を
記
し
た

一
点
で
あ
る
。
文
字
の
と
ぎ
れ
工
合
か
ら
み
て
、
組

の
上
か
ら
記
し
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
。
こ

れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、

「
検
」
が
あ
る
。

中
国
の
出
土
例
に
よ
る
と
、
文

書
木
簡
に
重
ね
て
宛
先
を
書
く
と
共
に
文
書
内
容
を
隠
す
も
の
や
、
荷
物
の
封

検
に
用
い
ら
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
形
態
も
、
短
冊
形
や
、
封
泥
用
の
璽
室

を
も
つ
も
の
な
ど
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る

（大
庭
脩

『
木
簡
し
。
こ
れ
と
対
比

世

代

中

古

代

世

古

中

集落・墳墓

※は木簡新出遺跡 ○は1983年以前の木簡出土遺跡



す
る
と
、
今
回
出
上
の
も
の
に
は
宛
先
記
載
が
な
い
点
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
の

使
用
法
と
し
て
は
、
荷
物

・
書
信
の
封
検
、
物
品

。
文
書
の
保
管
の
た
め
、
捨

の
他
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
平
城
官
南
面
大
垣
東
端
地
区
出
上
の
、
軸
木
口
に
墨
書
の
あ
る
題

≡畿
も
注
意
さ
れ
る
。
正
倉
院
伝
世
の
往
来
軸
に
は
、
軸
部
に
墨
痕
の
あ
る
も
の

が
あ
り
、
木
簡
を
再
利
用
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
出
土

の
も
の
は
、
い
ず
れ
も
丸
棒
型
に
整
形
さ
れ
て
お
り
、
正
倉
院
の
も
の
の
多
く

と
は
形
態
が
異
る
。
は
じ
め
か
ら
題
畿
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
題

鉄
の
製
作

。
形
態
の
差
は
、
付
さ
れ
る
文
書

（帳
簿
）
の
性
格

。
使
用
法
と
関

係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
木
簡
の
転
用
例
と
し
て
は
、

多
賀
城
跡

（官
城
）
出
上
の
、

「
兵

士
番
上
簿
」
を
分
断
し
た
も
の
が
興
味
深
い
。
分
断
の
意
図
を
知
り
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

以
上
の
三
例
は
、
意
味
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
と
な
る
が
、
木
簡
の
使
用
法
を
考
え

る
素
材
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
記
載
内
容
か
ら
注
目
さ
れ
る
古
代
木
簡
を
列
挙
し
よ
う
。
ω
平
城

官
跡
出
上
の
考
課
関
係
木
筒
は
、　
一
九
六
六
年
度
第
三
二
次
補
足
調
査
で
、
大

量
の
考
課
関
係
木
衝

（主
に
削
暦
）
を
出
上
し
た
地
点
の
近
く
で
発
見
さ
れ
て

お
り
、
両
者
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
②
軍
団

。
兵
士
関
係
に
は
、
興
味
深
い

も
の
が
多
か
っ
た
。
上
記
平
城
宮
跡
出
土
の
軸
木
口
に
墨
書
の
あ
る
も
の
が
、

肥
後
国
の

「
兵
士
歴
宅
帳
」
の
軸
で
あ
り
、
多
賀
城
跡
か
ら
は
、
上
述
の

「
兵

士
番
上
簿
」
や
安
積
団
と
い
う
軍
国
の
解
が
出
上
し
て
い
る
。
ま
た
払
田
柵
跡

（秋
田
）
で
も
、

「
隊
」
に
関
す
る
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
①
井
上

薬
師
堂
遺
跡

（福
岡
）
の
出
挙
関
係
木
衝
、
④
市
川
橋
遺
跡

（官
城
）
の

「
禁

杖
」
木
簡
な
ど
も
注
目
さ
れ
る
。
後
者
は

「
…
郡
進
」
と
記
し
た
墨
書
土
器
を

伴

っ
て
い
る
。

本
号
に
お
け
る
中
世
木
簡
の
目
だ
っ
た
傾
向
は
、
花
押
を
据
え
た
木
簡
の
事

例
が
い
く
つ
か
あ

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
庭
北
遺
跡

（大
阪
）
。
水
走
遺
跡

（大
阪
）
・
沓
掛
城
跡

（愛
知
）
出
上
の
も
の
に
は
、
年
紀
と
と
も
に
花
押
が
記

さ
れ
、
馬
場
屋
敷
遺
跡

（新
潟
）
出
土
の
も
の
に
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
焼
印

も
捺
さ
れ
て
い
た
。
蔵
屋
敷
遺
跡

（神
奈
川
）
で
は
、
木
桶
に
花
押
を
記
し
た

も
の
が
出
上
し
て
い
る
。
花
押
木
簡
は
、
従
来
も
草
戸
千
軒
町
遺
跡

（広
島
Ｘ

道
場
田
遺
跡

（静
岡
）
な
ど
に
例
が
あ

っ
た
が
、
本
号
で
多
く
の
事
例
が
報
告

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
今
後
も
花
押
木
簡
の
出
土
は
続
く
と
思
わ
れ
る
。
花
押
研

究
、
中
世
の
文
書
木
簡
研
究
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
く
の
か
、
興
味

あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
号
で
も
、
中
世
の
呪
符
や
仏
教
関
係
木
簡
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
な

か
で
も
馬
場
屋
敷
遺
跡
か
ら
は
呪
符
木
簡
が
、
朝
日
西
遺
跡

（愛
知
）
・
清
洲

城
下
町
遺
跡

（愛
知
）
か
ら
は
位
梯

・
卒
塔
婆
類
が
、
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
元
興
寺
極
楽
坊
発
見
の
遺
物
と
の
比
較
な
ど
、
関
心
を
そ

そ
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
は
、
梵
字
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
出

土
例
で
も
、
梵
字
を
記
し
た
木
簡
の
数
は
多
い
。
こ
の
あ
た
り
で
、
木
簡
に
み
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え
る
梵
字
の
集
成
を
試
み
る
の
も

一
案
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
北
条
泰
時

。
時
頼
邸
跡

（神
奈
川
）
出
上
の
若
官
大
路
造
営
関

係
の
木
筒
も
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
中
世
木
簡
で
あ
ろ
う
。

近
世
木
簡
は
、
例
年
数
個
所
で
出
上
し
て
い
る
。
本
号
収
載
の
も
の
で
は
、

平
安
京
左
京
九
条
二
坊
十
三
町

（京
都
）
出
上
の
ロ
ー
マ
字
木
簡
や
、
上
永
原

遺
跡

（滋
賀
）
出
上
の
忠
臣
蔵
上
演
関
係
の
木
簡
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
前
者

に
つ
い
て
は
、
平
安
京
左
京
内
膳
町
跡

（京
都
）
出
上
の
木
簡

（
一
九
七
八
年
、

本
誌
第
二
号
）
に
つ
ぐ
事
例
で
あ
る
。
後
者
は
、
木
簡
使
用
法
の
新
し
い
事
例

と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
本
号
で
は
、
吉
田
城
三
ノ
丸
跡

（愛
知
）
。
大
津
城
跡

（滋
賀
）
で
、

江
戸
後
期
の
遺
構
か
ら
出
上
し
た
木
簡
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、

江
戸
前
中
期
の
事
例
が
比
較
的
多
か
っ
た
が
、
い
よ
い
よ
江
戸
後
期
も
木
簡
研

究
の
射
程
に
入

っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

諸
般
の
事
情
で
本
号
に
収
載
で
き
な
か
っ
た
木
簡
出
土
遺
跡
は
、
次
の
ご
と

く
で
あ
る
。

矢
谷
遺
跡

（京
都
）
　

金
剛
寺
遺
跡

（滋
賀
）
　

北
土
井
遺
跡

（長
野
）

俵
田
追
跡

（山
形
）

こ
れ
以
外
に
も
、
過
去
に
木
簡
が
出
上
し
て
、
本
誌
に
そ
の
報
告
を
掲
載
し

え
て
い
な
い
遺
跡
が
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
誌
で
は
、
朔

っ
た
年
次
に
出

土
し
た
事
例
で
あ

っ
て
も
、
本
欄
や

「
一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡
」
欄
で
、

適
宜
と
り
あ
げ
て
い
く
方
針
で
編
集
を
進
め
て
き
て
い
る
。
木
簡
出
土
情
報
の

収
集
と
報
告
の
掲
載
に
つ
い
て
、
会
員
お
よ
び
関
係
各
位
の
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（栄
原
永
遠
男
）

凡

例

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
簡
出
土
地
の
発
掘
機
関
に
依
頼
し
て
、
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
等
に
つ
い
て
は

編
集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

一
、
原
稿
の
配
列
は
ほ
ば
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
の
漢
字
は
お
お
む
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、

「貿
」
「
證
」

「龍
」

「廣
」

「
轟
」

「
應
」
等
に
つ
い
て
は
正
字
体
を
使
用
し
、
具
体
字
は

「非
」

「芥
」

一‐季
」

「妹
」
等
に
つ
い
て
の
み
使
用
し
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

。
幅

・
厚
さ
を
示
す

（単
位

は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。

そ
の
下
の
三
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
発
掘
機
関

で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る

（七
頁
第

一
図
参
照
）。

「　
」
　

　

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と




